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Abstract 

The purpose of this study is to determine how people living abroad tend to dress in different 
countries. The survey revealed that people in Japan dress with an awareness of time and place 
and occasion, those in the tropical Philippines dress for comfort, and that those in the trend-setting 
United States dress with an awareness of trends. Thus, this study concluded that the culture of the 
country, the climate of the region in which people live, and income level  determine one's attire. 
 

要約 

　本研究の目的は、海外に住んでいる人が国ごとにどのような服を着る傾向にあるのかを明らかにす

ることである。調査によって、日本はTPOを意識した服装、熱帯地域のフィリピンでは着心地、トレンド

の発信地アメリカではトレンドが意識されていることがわかった。したがって本研究では、その国の文

化、住んでいる地域の気候、収入によって、服装が決まるということが結論付けられた。 

１  はじめに 

海外の人の服を見ていると日本の人とはかなり違う雰囲気の服を着ていた。そのため、日本と海外

の人の服に関する価値観の違いを調べたいと考えた。 

２  研究手法 

テーマパークに行くときにどんな服を選ぶかという問いに対し、hellotalkというアプリを用いて、服を

買う際に何を重視しているのかのアンケートをとり、値段、デザイン、着心地、流行、ブランドの5つを5

段階評価してもらう。 

３  仮説 

　平均収入（2022）について、アメリカは$76770、フィリピンは$3950、日本は$42550であり、また服の物

価指数（2017）について、アメリカは133.26、フィリピンは74.18、日本は129.28である。これより平均収

入を物価指数で割った値はアメリカは577.21、フィリピンは53.37、日本は329.13となる。日本と比べ、

アメリカはこの値が高いため値段の重要性が低く、フィリピンは低いため値段の重要性が高くなると考

える。 

 

４  結果 

　アンケートの結果は以下のようになった。　　　　　　※数値は5段階評価の平均値 

 

 

　 

 

 

 

 

 

 値段を重視する傾向について日本、フィリピン、アメリカの間に大きな違いが見られなかった。また、日本は

デザイン、フィリピンは着心地、アメリカはデザイン、着心地、流行を重視する傾向が特に強かった。一方でブ

 値段 デザイン 着心地 流行 ブランド 

日本 3.8 4.6 3.1 3.4 2.6 

フィリピン 3.5 3.7 4.7 3.7 2.3 

アメリカ 3.6 4.1 4.3 4.5 2.3 



ランドは3カ国とも重視する傾向が弱かった。 

５　考察 
　日本では骨格診断やパーソナルカラー診断などが流行っており、そこから自分に似合う服を選ぶ

人が増えているため、日本ではデザインが一番重要視されていると考える。また日本では服を選ぶ

際にTPOを意識し、より多くの服が必要になるため、二番目に価格が重要視されているのではない

かと考えた。フィリピンは熱帯に属しており、年中通して暑いため、着心地を重視する傾向にあると

考える。所得水準から考えると、値段の重要性が低いのは意外な結果だった。アメリカ人は、着心

地、デザイン、流行を重要視して服を選んでいることが分かる。アメリカの自己表現の自由を尊重す

る文化の影響によりデザインが重視され、またニューヨークなどの世界的なトレンドの発信地である

都市が多く存在する影響で、流行が重視されていると考える。 

 

6  結論 

　日本はコスパ重視で気楽にファッションを楽しみ、フィリピンは着心地、過ごしやすさを重視し、アメリ

カは外見に気を使いながらも実用性を重視する傾向がある。 
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